
グーグルでは、2万人規模のコラボレーションシステム

が用意され、世界中の社員がアイデアを共有し、相互に

評価し合えるようになっている。インテルでは、10万人

にものぼる同社の社員それぞれが、自身の業務分野に関

する知識の最高の持ち主であるという考えに基づき、

独自のウィキ「Intelpedia」を構築している――。

Ｗｅｂ2.0の機能を社内の情報システムに活用した、次

世代の知識管理・知識創造に取り組んでいる企業の

一例である。このような知識管理・知識創造の新しい

形を、筆者は「ウェブ・ナレッジ・コンバージェンス

（Web Knowledge Convergence）」と名づけ、前編では

その概念や発展について述べてきた。ウェブ・ナレッジ・

コンバージェンスにより「企業知」を最大限に生かすこと

は、イノベーションや事業アイデアの創出、経営改善、品

質向上などにつながるさまざまな機会を生み出し、企業

の持続的発展を後押しする。後編では、この新たな取り組

みですでに成果をあげている欧米企業の事例を中心に、

企業知を最大限に活用する方法について考察してみよう。
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ま
ず
、
い
く
つ
か
の
欧
米
企
業
の
事
例
を
見
て
い
た

だ
き
た
い
。
彼
ら
は
す
で
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
２
・０
機
能
に
よ
っ

て
企
業
知
を
管
理
し
、
事
業
の
効
率
化
や
事
業
戦
略
検

討
、
知
識
の
体
系
化
な
ど
に
役
立
て
始
め
て
い
る
。

ウ
ェ
ブ
・
ナ
レ
ッ
ジ
・
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
の
先
進
事
例

■
企
業
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
（
１
）

―
―
―G

o
o
g
le

（
グ
ー
グ
ル
）

グ
ー
グ
ル
に
は
、
知
識
を
共
有
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
、
全
社
員
２
万
人

寄稿＝芦辺洋司

規
模
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
で
あ
る

「G
oogle

Ideas

」
で
は
、
世
界
中
の
社
員
が
、
新
し
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
用
い
る
ア
イ
デ
ア
を
相
互
に
共
有
し
、

コ
メ
ン
ト
を
述
べ
、
評
価
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ

に
は
厳
し
い
競
争
原
理
が
あ
り
、
そ
こ
で
生
き
残
っ
た

ア
イ
デ
ア
や
技
術
は
、
β
版
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
ユ
ー

ザ
ー
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
さ
ら
に
は
、
メ
ー

ル
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
、
チ
ャ
ッ
ト
、
ブ
ロ
グ
の
み
な
ら

ず
、
ウ
ィ
キ
や
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
内
を
く
ま
な
く
検
索

す
る
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
サ
ー
チ
、
ノ
ウ
フ
ー
機
能
ま
で

整
備
さ
れ
て
い
る
。
グ
ー
グ
ル
に
は
ま
た
、「
20
％
ル
ー

ル
」
と
呼
ば
れ
る
社
内
制
度
が
あ
る
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
は

会
社
で
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
考
慮
し
つ
つ
、
勤
務
時
間
の

20
％
を
自
分
の
好
き
な
研
究
開
発
に
あ
て
る
こ
と
が
許

さ
れ
る
と
い
う
も
の
だ
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
ロ
ゴ
が
ト

ピ
ッ
ク
ス
に
合
わ
せ
て
表
情
を
変
え
る
と
い
う
ア
イ
デ

ア
や
、
Ｇ
メ
ー
ル
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
こ
の
ブ
ロ
グ

の
利
用
と
20
％
ル
ー
ル
、
つ
ま
り
は
社
員
の
「
余
技
」

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

■
企
業
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
（
２
）

―
―
―N

o
k
ia

（
ノ
キ
ア
）

ノ
キ
ア
で
は
、
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
二
つ
の
研
究

グ
ル
ー
プ
が
、
２
０
０
４
年
に
自
社
の
ウ
ィ
キ
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
る
。
e
メ
ー
ル
よ
り
も
ウ
ィ
キ
の
使
用
を

推
奨
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
利
用
量
は
拡
大
し
、

今
で
は
社
員
の
20
％
以
上
が
ウ
ィ
キ
を
利
用
し
て
い
る
。

部
門
間
で
連
携
し
て
行
わ
れ
る
商
品
デ
ザ
イ
ン
の
ツ
ー

ル
に
も
採
用
さ
れ
、
デ
ザ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
間
の
連
携
も

大
幅
に
増
加
し
た
。
ま
た
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ス
テ
ー
タ
ス
の
更
新
、
ア
イ
デ
ア
の
交
換
、
フ
ァ

イ
ル
の
編
集
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

■
企
業
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
（
３
）

―
―
―T.R

o
w
e
P
ric
e

（
テ
ィ
ー
・
ロ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
）

個
人
向
け
投
資
管
理
事
業
会
社
で
あ
り
、
米
国
有
数
の

な
っ
て
い
る
。「Intelpedia

」
は
、
10
万
人
に
も
の
ぼ
る
同

社
の
社
員
そ
れ
ぞ
れ
が
自
身
の
業
務
分
野
に
関
す
る
知

識
の
最
高
の
持
ち
主
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て

構
築
さ
れ
た
。
ル
ー
ル
は
二
つ
、
社
規
を
破
ら
な
い
こ
と

と
、
ほ
か
の
だ
れ
か
に
役
立
つ
情
報
で
あ
る
こ
と
。
開
設

当
初
よ
り
強
い
支
持
を
得
て
、
１
年
あ
ま
り
で
、
数
万
人

の
ユ
ー
ザ
ー
、
５
０
０
０
ペ
ー
ジ
以
上
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
、

１
億
３
５
０
０
万
回
以
上
の
累
積
閲
覧
数
を
達
成
し
た
。

社
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
共
有
し
、
製
品
開
発
や
業

務
改
善
、
企
業
戦
略
策
定
な
ど
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

■
企
業
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
（
６
）

―
―
―
Ｉ
Ｂ
Ｍ
（
ア
イ
ビ
ー
エ
ム
）

他
の
ウ
ェ
ブ
・
ナ
レ
ッ
ジ
・
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
の

例
と
は
少
し
異
な
る
が
、
知
の
交
流
の
新
た
な
形
と
し

て
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
例
も
あ
げ
た
い
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
す
で
にL

inux

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
、
既
存
の
会
議
ス
タ
イ
ル
と
は
異
な

る
、
参
加
型
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
モ
デ
ル
を
確
立
し
て
い

る
。
２
０
０
６
年
に
は
、
１
０
５
か
国
15
万
人
以
上
が

参
加
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「T

h
e

Innovation
Jam

」
を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
、
開
催
時
間

を
72
時
間
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
あ
り
、
全
社
員
、

67
社
の
お
客
さ
ま
企
業
を
含
む
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
、

お
客
さ
ま
、
家
族
ま
で
加
わ
っ
た
壮
大
な
ワ
ー
ク
プ
レ

イ
ス
で
あ
っ
た
。
７
月
と
９
月
の
２
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、

次
の
10
年
間
の
産
業
改
革
、
環
境
問
題
、
健
康
問
題
な

ど
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
が

幅
広
く
語
ら
れ
、
４
万
６
０
０
０
件
以
上
の
ア
イ
デ
ア

が
提
出
さ
れ
た
。
同
年
11
月
に
は
、
そ
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
10
の
新
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進
す
る
た
め
、
今
後
２
年

間
で
１
億
ド
ル
を
投
資
し
て
い
く
と
発
表
し
て
い
る
。

４
０
１
k（
確
定
拠
出
年
金
）運
用
会
社
で
あ
る
テ
ィ
ー
・

ロ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
は
、
世
界
中
で
２
５
０
０
億
ド
ル
以
上

も
の
資
産
を
管
理
し
て
い
る
。
多
種
多
様
な
資
産
管
理

を
行
う
同
社
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
税
務
制
度
や
、
商
品
に
関

す
る
情
報
を
、
企
業
知
の
一
つ
と
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ

効
率
的
に
共
有
、
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

ウ
ィ
キ
を
軸
と
し
た
独
自
の
知
識
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
い
る
。こ
の
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
り
、
例
え
ば

税
務
情
報
の
更
新
に
お
い
て
は
、
従
来
１
日
近
く
か
か
っ

て
い
た
も
の
が
30
分
程
度
に
ま
で
短
縮
さ
れ
た
と
い
う
。

■
企
業
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
（
４
）

―
―
―D

re
sd
n
e
r
K
le
in
w
o
rt

（
ド
レ
ス
ナ
ー
・
ク
ラ
イ
ン
オ
ー
ト
）

ド
レ
ス
ナ
ー
銀
行
の
投
資
銀
行
部
門
で
あ
る
ド
レ

ス
ナ
ー
・
ク
ラ
イ
ン
オ
ー
ト
は
、
２
０
０
５
年
の
年
間
収

入
20
億
ド
ル
、
社
員
27
万
６
２
５
人
。
世
界
50
か
国
に

９
５
０
の
オ
フ
ィ
ス
を
抱
え
て
い
る
。
同
社
は
、
部
門
や

オ
フ
ィ
ス
を
超
え
た
社
員
ど
う
し
の
連
携
と
、
知
識
の

共
有
量
を
増
や
す
た
め
、
企
業
全
体
の
情
報
源
と
し
て

ウ
ィ
キ
を
構
築
し
、
ま
た
、
社
員
に
は
自
分
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
す
る
ブ
ロ
グ
を
持
つ
こ
と
を
奨
励
し
た
。
そ
の

結
果
、
ウ
ィ
キ
の
活
用
は
劇
的
に
増
大
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
関
連
の
メ
ー
ル
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
が
75
％
も
減
る
と
と

も
に
、
２
０
０
６
年
10
月
に
は
、
５
０
０
０
人
も
が
ウ

ィ
キ
を
利
用
し
、
６
０
０
０
以
上
に
も
及
ぶ
ペ
ー
ジ

が
作
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

■
企
業
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
（
５
）

―
―
―In

te
l

（
イ
ン
テ
ル
）

イ
ン
テ
ル
も
２
０
０
５
年
よ
り
独
自
の
社
内
ウ
ィ
キ

「In
telp
ed
ia

」
を
構
築
し
、す
で
に
企
業
文
化
の
一
部
と

［後編］
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【芦辺洋司／あしべ・ひろし】
株式会社 日立コンサルティング 取締役
1965年静岡生まれ。大学卒業後、イーストマンコダック
社に研究員として入社。その後、米国ニューヨークの
大学院に進みMBAを取得。1992年、KPMG Peat
Marwick監査法人に入社。ニューヨーク事務所にて
監査・税務業務のほか、経営コンサルティングに従事。
日系企業、アメリカの企業などに幅広いコンサルティ
ングサービスを提供。1997年、KPMGコンサルティング
（現ベリングポイント）の日本事務所の設立にあたって
ニューヨークより東京に活動のベースを移す。2004年
より日本マクドナルドの上席執行役員・経営戦略本部
長を務めた後、2007年に日立コンサルティングの取締役
に就任。趣味は外洋ヨットレース。プライベートな時間
は駿河湾にて外洋ヨットのクルージングを楽しむ。

持
続
的
発
展
の
鍵
と
な
る
価
値
創
生
機
能

ウ
ェ
ブ
・
ナ
レ
ッ
ジ
・
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
に
よ
る

企
業
知
の
明
確
化
と
集
約
は
、
知
識
と
人
と
の
関
係
の

集
約
に
も
つ
な
が
る
。
日
本
で
は
２
０
０
７
年
問
題
以

降
、
技
術
や
知
識
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝
承
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
多
く
の
企
業
で
は
社
内
の
人
的
交
流
は
部

分
的
な
も
の
に
留
ま
る
傾
向
が
強
く
、
知
の
交
流
が
十

分
に
あ
る
と
は
言
い
き
れ
な
い
。
企
業
全
体
に
わ
た
っ

て
、
だ
れ
が
ど
の
よ
う
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
か
な
ど
、

知
識
と
人
と
の
関
係
が
集
約
で
き
れ
ば
、
知
的
生
産
性

の
向
上
に
大
い
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

知
の
交
流
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
情
報
を
開
示
し
、

共
有
す
る
こ
と
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
い
か
に

高
め
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
見

る
と
、
ウ
ェ
ブ
・
ナ
レ
ッ
ジ
・
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
と
は
、

企
業
全
体
の
知
識
体
系
と
、
組
織
を
含
め
た
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ロ
セ
ス
と
情
報
シ
ス
テ
ム
を
再
設
計
す
る
こ
と
で
あ

る
と
も
言
え
、
前
項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、知
識
管
理
・

知
識
創
造
シ
ス
テ
ム
を
人
事
評
価
制
度
や
労
務
管
理
シ

ス
テ
ム
な
ど
と
連
携
さ
せ
て
い
く
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
と
も
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変

革
や
解
体
が
進
む
中
で
、
企
業
が
競
争
力
を
維
持
・
向

上
し
て
い
く
た
め
に
は
、
自
社
の
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン
ス

に
集
中
し
、
事
業
の
強
化
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
際
、
最
も
重
要
な
の
が
、
自
社
が
ユ
ニ
ー
ク
に
提
供

す
る
価
値
で
あ
り
、
そ
の
価
値
を
絶
え
ず
創
り
出
し
、

更
新
し
て
い
く
「
価
値
創
生
機
能
」
で
あ
る
。
価
値
創

生
機
能
は
、
企
画
力
や
生
産
力
、
販
売
力
そ
の
も
の
で

は
な
く
、
そ
れ
ら
の
有
機
的
連
携
に
よ
っ
て
提
供
価
値

を
見
出
し
、
開
発
し
、
事
業
化
し
、
提
供
し
て
い
く
た

め
の
実
践
的
な
方
法
と
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
価
値
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
力
で
あ
る
。
そ
の
原
石
は
、
ウ
ェ
ブ
・

ナ
レ
ッ
ジ
・
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
に
よ
っ
て
具
現
化
さ

れ
る
企
業
知
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
企
業
知
を
縦

横
に
活
用
し
、
ユ
ニ
ー
ク
な
価
値
の
提
供
に
結
び
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
企
業
こ
そ
が
、
よ
り
確
か
な
競
争
力

を
も
の
に
で
き
る
の
で
あ
る
。

PROFILE

企
業
知
を
生
か
す
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
と
リ
ス
ク
対
策

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
大
き
な
可
能
性
を
持
つ
ウ
ェ

ブ
・
ナ
レ
ッ
ジ
・
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
で
あ
る
が
、
た

だ
単
に
そ
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
用
意
す
る
だ
け
で
は

不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
実
際
に
、

ウ
ェ
ブ
・
ナ
レ
ッ
ジ
・
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
が
提
供
す

る
企
業
知
の
明
確
化
、
集
約
、
共
有
な
ど
の
機
能
を
効

率
的
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
い
く
つ
か
注
意
す
べ
き

ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

ま
ず
、
自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
、
ウ
ェ

ブ
・
ナ
レ
ッ
ジ
・
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
を
し
っ
か
り
と

位
置
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
活
用
プ

ロ
セ
ス
の
検
討
・
確
立
だ
け
で
な
く
、
よ
り
多
く
の
参

加
者
を
得
る
た
め
の
施
策
が
必
要
で
あ
る
。
情
報
活
用

教
育
の
整
備
、
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
の
洗
練
化

な
ど
と
と
も
に
、
業
務
と
し
て
の
認
定
方
法
の
明
確
化
、

情
報
提
供
者
や
知
識
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
発
信
者
に
対
す
る

評
価
制
度
の
拡
充
が
求
め
ら
れ
る
。
企
業
内
は
一
種
の

競
争
社
会
で
あ
り
、
自
分
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
開
示
す
る
こ

と
が
利
他
的
行
為
と
な
る
危
惧

き

ぐ

は
だ
れ
し
も
が
持
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、
例
え
ば
、
意

見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
信
し
、
よ
り
多
く
の
ア
ク
セ
ス
や

リ
ン
ク
を
得
た
者
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
検

討
す
べ
き
だ
ろ
う
。

次
に
、
情
報
管
理
で
あ
る
。
重
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
外

部
流
出
、
企
業
情
報
の
漏
え
い
や
、
そ
れ
に
と
も
な
う

ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
喪
失
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
情
報

保
護
を
重
視
す
る
金
融
機
関
な
ど
で
は
、
会
社
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら
の
ブ
ロ
グ
へ
の
書
き
込
み
を
禁
止
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
多
い
。
米
国
のC

om
puterW

orld

誌
編
集
部

の
調
査
で
は
、
50
％
以
上
の
大
企
業
が
ブ
ロ
グ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
利
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
規
定
し
て
お
り
、
76
％
が

利
用
を
全
面
的
に
禁
止
し
て
い
る
。
し
か
し
、
多
く
の

企
業
は
、
行
動
を
規
制
し
つ
つ
も
、
ル
ー
ル
を
明
確
に

す
る
こ
と
で
Ｗ
ｅ
ｂ
２
・
０
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
運
用

ル
ー
ル
、
ア
ク
セ
ス
権
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
の

こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
か
ら
は
、
知
識
管
理
が
、

共
同
開
発
の
み
な
ら
ず
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
管
理
の
改
善

な
ど
に
も
役
立
ち
、
企
業
全
体
の
生
産
性
向
上
に
対
す

る
直
接
的
効
果
も
期
待
で
き
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

こ
こ
に
あ
げ
た
先
進
的
企
業
以
外
に
も
、
多
く
の
企
業

が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
新
情
報

の
共
有
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
提
供
な
ど
に
ブ
ロ
グ
や

ウ
ィ
キ
を
利
用
し
始
め
て
い
る
。

前
編
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ウ
ェ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
が
、ｅ
メ
ー
ル
か
ら
、
ブ
ロ
グ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

ウ
ィ
キ
へ
と
発
展
し
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
識
の

管
理
や
体
系
化
と
の
整
合
性
が
増
し
、
知
識
の
よ
り

効
率
的
な
連
携
や
管
理
が
可
能
と
な
っ
て
き
た
。
知
識

の
表
現
形
態
も
、
基
本
的
に
１
対
１
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
情
報
を
伝
え
る
e
メ
ー
ル
か
ら
、
１
対
n
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
時
系
列
に
沿
っ
た
情
報
の
集
約

を
可
能
に
し
た
ブ
ロ
グ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
さ
ら
に
、
情
報
や

知
識
が
一
か
所
に
蓄
積
・
整
理
さ
れ
、
多
く
の
参
加
者

が
共
同
で
編
集
・
更
新
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
な
ウ
ィ

キ
へ
と
進
展
し
、
知
識
を
と
り
ま
く
形
で
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
触
発
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
特
に
、
ウ
ィ
キ
を
活
用
し
た
知
識
の
集
約
で
は
、

利
用
者
が
自
由
に
執
筆
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

フ
リ
ー
百
科
事
典
「W

ik
ip
ed
ia

」
が
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
を
「
複
数
の
参
加

者
が
共
同
し
て
新
し
い
価
値
を
創
生
し
て
い
く
作
業
」

と
定
義
す
る
な
ら
ば
、
ウ
ィ
キ
型
の
シ
ス
テ
ム
は
、
そ

の
実
現
に
は
欠
か
せ
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
活
用
し
て
、

社
内
に
分
散
し
て
い
る
知
恵
や
知
識
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集

め
れ
ば
、
そ
れ
は
「
イ
ン
ト
ラ
ペ
デ
ィ
ア
」
と
も
呼
べ

る
よ
う
な
、
企
業
知
の
宝
庫
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

企
業
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
イ
ン

ト
ラ
ペ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
そ
の
企
業
独
自
の
企
業
知
が

共
有
で
き
、
業
務
効
率
化
や
新
事
業
・
新
商
品
企
画
の

立
案
な
ど
を
低
コ
ス
ト
で
実
現
で
き
る
可
能
性
が
高
ま

る
の
で
あ
る
。

対
応
を
明
確
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
リ
ス
ク
と
リ
タ
ー

ン
の
バ
ラ
ン
ス
ど
う
考
え
る
か
が
、
情
報
管
理
に
お
い

て
は
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
リ
ス
ク
と
い
う
点
で
は
、
集
約
す
る
情
報
の

質
の
問
題
も
あ
る
。
オ
ー
プ
ン
化
さ
れ
た
情
報
集
約
の

常
と
し
て
、
そ
こ
に
集
ま
る
情
報
は
玉
石
混
交
で
あ
る
。

こ
れ
を
い
か
に
ふ
る
い
に
か
け
、
よ
り
有
用
な
知
識
の

集
約
を
実
現
し
て
い
く
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
や
、
シ
ス

テ
ム
の
導
入
も
欠
か
せ
な
い
。

「
イ
ン
ト
ラ
ペ
デ
ィ
ア
」
の
構
築
へ


